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権 権 土 土 改 模 模 模
限 限 地 地 良 小 小 小
に に 改 改 区 売 売 売
係 係 良 良 の 店 店 店
る る 事 事 役 舗 舗 舗
保 保 業 業 員 立 立 立

第

〇 〇 〇
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法 安 定 定 公 安
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町 の 予 の
村 解 定 予
道 除 定
の の

安 安 の 変 の 地 地 地
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指 指 の 画 の 則 六 六
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件 定 第 項 項
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－ －

富士プリント

〇 〇
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等
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又
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一 る
部 区
改 域
正 の
指
定

（
建
築（

経 指

等
率也

助
補達

、
費 定

の
一

一 一
九 九
一 一

一 一 一 一
九 八 八 八
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棄
告
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処
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平
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年交
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氏取
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役
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に産施
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申

許

る棄置
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趣
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業者率範
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進
のの囲
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又規修あのす平

ら新研
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助

委卒行てず事

象託内う、れ業年
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付
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七
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又にす３に
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績
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登産廃安産燃ず

平 棄 別業定業え、

成 物 市廃型廃殻金

十 の 富棄最棄、属

四 処 浦物終物汚く

年 理 町処処処泥ず

十 理分理、、

北 海

１

限業

請申平申登有産

申

者市会廃
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概年

山ア物

要月年の若社棄

住 日
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月所町ー処
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棄 こ
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第業で年 第処
１廃あ 理
項棄る月 及
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第
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の意及意支
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。見こ
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の産全書施書地
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提業上に設
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出廃
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法 縦平３

る月

の

和 間室
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月 ５清 設）設プラ
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十 に 種びおスく

七 関 類ハいチず
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法理理類ン

る管処クコ
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律型す、ク

金
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表５
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掃定理
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昭棄請

見を道環

法施下
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設意提の活
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号平
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２
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日法あ
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日

のずび
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年種、陶
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２
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地
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課年成置 ）
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死３域
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び又
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九
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業の９着規

産ら町到
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、

処記うり

物を号よよ

利 る

理述北提

ま

午か関 日
で日害 休

９曜平を び

前日ら係 及

す 成

時日成有 平

か、

ら土年る

午曜１者 年

後日月は

５及５、 月

時び日北

国）海 日

前

の午

等
書

分民ま道 か

午

所ら

場か

の時

覧９

縦
及時

間５

時後

、
び

表あ

代に

は人

て法

期分

そりき

がよで

のて

者っ 也

周成。

の平る達

辺

道すの

施す海出次

地年

振こお

のこ胆ると

設る
庁。大

置。支とり

設と

祝の事 平

まので知 ら

場

日期に 成

で

に間生

間ま

す１除環

関を活 年

で



２３
覧

出成出縦

ウエ届平届
書 駐４荷午年

の所

車箇さ前月年等場

場所ば７日

覧

のき時月縦

自施か

動設ら日

北 海

式客前 小株株株来午
イ

売駐時 会会会が８ 式式

社社社車
場分 ダニツ

道 公 報

廃規大

大大

アイウエア

車輪さ棄模規

規駐駐荷

売小

小場場ば物小模

模

収施の店売

売ののき等

舗容容設保舗店

店収

第

イウ

大平大

株東株札規成規
模 式京式幌模
売８売

会都会市小年小

央ツ区店月店

社中社東

舗

ニ
ュ区ル北舗

号

代
はア

平表株帯

成者式広
十の会市
四氏社東
年名ダ５
十

い７

のお後

車に午

イ条

数ば

のさ

口荷

入て時

出

業イュル

と
こ

う
行

を
き

を

チス利年 イーハ

者用 テ

と前 こ 名プ午 る ッ日 す
が 開６
で 年時
き 店午午午分

９か 午時 前前前） 日る
間 ９

の管の舗

時時時時ら 前

施数数面施施に

の台台

て

のののい

設積設設お

に方売

置量営小

配容運
にを

関法業

す

関行 る

事の

項る者

事すう 台台

の日内 ー新ハ
１代東設店

ス川条新の

を舗

テ
ッ丁表
締目る積

プ目取丁す面

社番合

代番役１日の

表

計 取号長

長
社羽

役鶴

締号

二イ南

月チ

二丁

十代目

七表６

日

長
社

役
締地

取番

金

小

曜

７帯

帯
間
時

る
き

で
が

西

）

後 時

午

刻
時時

９ 店後で

閉午ま
時

閉
び
及

刻
時

店
項開

刻分

司
覚

田
高樹

刻
時
店

日

男
保

小氏株 変大代
は

し模者更売式 更規表変
氏）社 業 た小の前会 名

１

事売

出大ス中大名株河

届氏
模会郡

事規ー川規式東

小ー幕小社音

項模パ郡

域４

概売オ別売オ更

の

規 北

大模なの月 海

平 規小お生 道

模売、活日成 告

小店同環ま 示

売舗法境で年 第

店の第のに

舗設８保北月

前

祝 縦平ら縦午

のかで

年時９

日 覧成翌覧

に 期

平か

関 間年の間時 商

道道市

海海川

北北旭

店名オ を又 済川工

経上

名ー にうケ 舗は 行ー 項
売住河 小

ての称 い

者 お
者町 う更 行音 を郡 業東

ケ木

要店ー町店ー町

木

のー内をー野

舗ケ札舗

ン葉置代通

名セ青設大

及タ町す表西

称

る取 びー

者締丁

在内の役目 － 所札

氏１

は
又本４

名藤番

地店

立置条持海 号

か２た十

地者第の道日

ら項め勝

法
成出規慮庁

平届の配支

事定す商

法の基き労

年項にべ工

第更き項観

律変づ事働

に、に光

す

号つ当つ課

午

る 月成ら

法
１５

律 日年後

昭 金月時

和 ）３

か日分

を。

法 平でで

年 らまま

除た

律 成
第
年くだ

４。し

商

域商部

地庁光

部支観
光

観
課働課

業労業

産工

は西 又通 名大 氏野 の

課

住表 び代代 及
称丁 名所

典

に
び者役 並締 所表取

に
び
並

所
住

び
及

称成

名 ）い該いに

っ
あ
に

人
法

６届規意着

第て大て到

第が小をる

条出模見す

っ店すう北

１あ売有よ
者出道

のた舗る提海

項

る事

定設はす知

規。を
面と堀

よす書こ

に置、

月）、 号

、者にが

りる

旭 ）

市 規
日川 に

休
ま前 る
）午 す

月は 定

時 日
で８

並 日
成
、ら 平

日か に
曜分 び

土午

一
七
〇

成 あ典 に氏 人本 法の藤 で

の
者

表
代

は
て

て
っ名

平る達

のそりき

次がよ

也

お周成。

との

り辺

大地年

曜後

日５ 年
及時

月 び
国分

民日ま



規 北

大模 海

規小 道

模売

か

告 ら縦午

平 小店 示 翌覧前

成 売舗 第 年時９

十 店の の間時

四 舗設 平か

年 立置 号 成ら

十 午地者

北 海

３
成出縦北北縦平

平届の

書覧海海覧成
祝
日
に 年等場道道期

の所経十間年関
す 月縦済勝

る ６覧部支月

日地庁

道 公 報

２

更売年 株変平変小出
届

す業月 式更成
の

理変 社年年る者日 会

月
６の ー日月由更 エ

第

限ー式

小氏株株有ナ株

業会会会ズ会 名 売

式式

ゲ満シザ を又

社社社社

は 行オ寿ル・

号

）
後

更
変

二 年後法か

月 １５ら

二 月時平届

十 成出 ３

七 事 日分

日

律変

でで法の

まま年項
に

除第更

を
く

金

））い

。号つ

曜

法

第て

産工

律 域商日

観か
和 課働）

昭 業労金
律 成

法 課平
年 光ら

第
年
４
）
月号

郡
東４

河地

め ル日た ブ イ屋バ本

台
陽

緑
町

更
音

店クさ 者名

エ商ー屋 う

番帯河目帯

の称リん

ス

番市

幌３広東２広 住札

更４

東西音地東

市市郡

南木６

北条町条

区１

野丁 条

６届

４
番

１
目

東丁大目

日

のた
項っ

２あ
第が

条出

に

の
次
、
り
よ
に
定
規。

規
日

日
で休

まる
）す

月定
土成
、平
日に
曜び
日並

曜

区
南

日年

通６

井
向

役
締
取
表
代

番

地

丁２東番

５目

目番
地丁 所

取

表表表表

代代代代代

役役

締締締締

表取取取
田橋

の澤杉福高

者役役

２３
大
り
お
と

田山

変店保出成出

の届平届
書

平
成更舗管年

すの施月年等
の 年る立設日

８理替の月縦

及
び月
国
民日

荷廃更
変

ウエ

更る

変さ変変棄変変す

等前後年

更ば更更物更

夫
静

後き前後

走更規駐駐

網変大
アイ

場更

市し模車変変輪変

前後の前

北よ小場更更

代輝英千

氏喜

６う売の

１

名則子世尋
式

出大ス網大名株

届氏

模パ市模会

事規ー走規
場売篠

の小ー駒小社

項

平

なの月
域４

概売三

お生
、活日成

同環ま

法境で年

第のに

覧

８保北月

月由工位
事置日

た
駐の

う更
伴変

日にの

）月

数
台

容
収
の
場め

車

保届届日

）施））の）

の出出管出出

届設届届

添添

書位書書施書書

出

付付の付付

添置添添設
置面面

図図図位図図

付
面面面

置置置置置

配配配配配

図図図図図

置届

条と店収））位）

西す舗容

出

事施数書 台台 ３るの台
配図

８の付

目項設添

丁
のに

地置面

番

事
る図

す置

１関配

駒８舗商

要店和南店原

名店目設

の場丁を店

舗

締

びる取

及す表

称置代
原

名篠

地氏

在の役

所者
は

又

条持海

項め走

２た網

第の道日
工

定す商

規慮庁

の配支
項観

づ事働

基き労

にべ

少
減

の

当つ課

、に光

き

場
輪
駐

び
及

一 、

七 荷

一

更

変変変変変

施
き

ば
さ

）

後前後前後

更更更更
に

」」」」」

））））
示

表表表表表

にににに

」
）

前
更

項変
示示示示

所
住

び
及

称肇

名

示
表
に

事人

知法

道に

海び

北並

大て到

該いに

っ

堀あ
に

よ

小をる

模見す

規意着
者出

舗る提

店すう

売有
す書こ

置、る

設はす

を

棄
廃
、

設

者にが

る面と

の

也者
表

達代
は

て

等
物

。

の平る

そりき

がよで

周成
辺
地年



規大来更

大変

アイ

更る

模規変変客変変す

駐前後年

小模更更が更

））車））月

売小前後

舗店午午場午午日

店売

北 海

更

大名生札大コ旭変

氏

模プ市し

規活幌規ー川

小同西小さ永よ

模協市

ぽ３と

売組区売っ山う

コ寒舗ろ条す

店合発店

舗

道 公 報

届

大大なの月

り域４１

平 規規お生

事

模模、活日成出

小小同環ま

の

売売法境で年項

店店第のに

要

舗舗８保北月概

立の条持海

地設第の道日

第

海
北
道 のか

告 祝 縦平ら縦午

示 日 覧成翌覧前

第 年時９ に 期

関 間年の間時

平か す

号

午

る 月成ら

号

縦北北

平覧海海

成場道道
十所経網
四済走
年部支
十

８

の舗後後を前前

地庁

時用時時

施に９９利８

設お時

す のい
小こかか

運て分る分分

業が午午

方売とらら

営
にをで後後

法
関行き９
ま

すうる時時

る者時

る
事の間分で

のシ をー

ナ目項

設プ条名ー丁事

置さ５称

すっ丁及店
所地

るぽ目び番

者ろ

名事号

氏理１地

の番在

置２た上

称
名舘

は内

又

者項め川

法
成ら規慮庁

平かの配支

変定す商

法に基き労

年更にべ工

第いき項観

律つづ事働

て、に光

）出該いに

号届当つ課

法

附が大て到

１５

律 日年後

昭 金月時

和 ）３

か日分

成を
法 平でで

年 らまま

除
律
第
年く

４。
）
月） 号

二域商

月産工

二業労

十課働

七観

日

課
光

金

曜

晟

及

刻
時

店で

項閉帯ま

あ
に
人
法
に
び
並

所
住

び 見す

則あ規意着

は
て
っ

有よ

５た小をる

第っ模

提海

第店すう北

条。売

す知

項を者出道

１舗る
書こ

規置、る事

の設は
者にが

にる面と堀

定す

に

、そりき

りがよで

よ

規
日

日
で休

まる
）す

月定
土成
、平
日に
曜び
日並

曜
日年

日

イウ
大 株大

規駐 式規

模車 会模

有株

の
者
表
代

小小場 社

式式ン式限式

株株ー株

社社社社社

会会会会会

也

の周成。

次の平る達

と辺

式

札フ会株ー株

お地年

社

服ワ会会

幌ラ社式ト

飾ー社

及
び月
国

は小氏生っニ会 て
民日

協ろロ 名 代売活ぽチ社

者同ベ 業 表
規

成記大

平上
ア

変小

年の模

容 リ店店収 ト売売の ニ

店設

の施数

内の台

舗舗

１幌５面配 －札目舗の

のに 市－積置

合関 手

アロ協サ

新る 区計す 稲

ミ菓サド

川サバ同ン

旭

チ司ビッ

計ツ子ーラ

時

－旭旭旭旭東

ェスグ

店

市市市都

５川川川川京

広盤岡中

３末常豊府

市

条１条若

通１町４市

条

ザ

限んラ五

有えプ青

８

広

限エ

有リ

社るク

会ぜ

県

幌５川京島

札番旭東
代山

南５千福

市号市都
区王

南通田市

区条

氏は 行合カ の組イ を又

プ株 者名

ーズ 名うコー

１幌 住札番札

の称さ式

発発

区区

西西

市号市

幌
寒寒

に店

月更売
て

のい
もお
るに

日係舗
行
項を

事業
の売

外小
以

代
丁

１
条

６
寒項 発事

う

町

丁１丁６松

役
締

取
表

９丁

左目目１

目丁目丁

－－目

１１
５９

表表表表表

代代代代代

締締締締締

取取取取取

役役役役役

町１

西９番町

条右五子

代代代

５３

目目

丁１丁
締

取取取取

表表表表

代

８

役役役役

締締締

条条

５

所目目

丁丁
役

内締

表取

事表

代理代 称
名
は

又
名

氏
の

者

者舘

一及

七び

二

豊才

雄
昭

鳥
似 び

並
所
住

英達

原光道田津

藤朝水

陽ト

田

小坂成岡

彦子ヨ明郎 昭夫雄

光憲一光

枝田田 に

名正
國

氏

晟向

の川

夫

っ
あ

に
人
法



任 地り平成

土お就平

と
改役成年平 良員

月成 法の年

十 日 就

四 昭任月

年 和の

十 届日理理

北 海

海
北
道 のか

告 祝 縦平ら縦午

示 日 覧成翌覧前

第 年時９ に 期

関 間年の間時

平か す

号

午

る 月成ら

道 公 報

２３

出成出縦北北

届平届
書覧海海 年

経上

荷午月年等場道道

の所 さ前日

覧部支

ば６月縦済川

き時
施か日地庁

第

エ
規大午駐入

大

廃

模規前車口 棄

小時の箇

物小模９場１

の店売自所

等売

号

駐荷
さ 輪

収施

のき

場ば 台台

二 年出事

月 第が・

二 あ監

十 っ事 号七

）たの

日

第
。別事

第

氏川 条

金 崎

の
項

曜

法

英

１５

律 日年後

昭 金月時

和 ）３

か日分

成を
法 平でで

年 らまま

除
律
第
年く

４。
）
月） 号

業労

に午産工

設ら域商
課働

お後
い

ば
さで課

荷ま光

て時観

保舗店動、
こ

う
行

を
き

施施にの口

管の舗車出

ののい入箇

設設お出１

量営小の、

容運て口所

にを口

法業入

方売数出

関行

台の

容設

る者所

すう箇

規

積

数面

日

、

北住北 り
よ

に

名勝 定

進 土

知北 見

道市 北

海見

改

町 地

事
堀

規
日に

の か

地 区

番 良

日
で休

まる
）す

月定
土成
、平
日に
曜び
日並

曜

帯
間
時
る

き
で

が
と

日年

ら

刻
時

店
項開

事の

達所

１

の

也 次
、

安所

成保場指

平

予

定 年林

月定

及
び月
国

定

民日

北

森す 海

る

羽同同田

道

予 幌林
告

定 二法
示

で 第

あ
昭 股代

和
る

第 北

地 次 海 東

平 の 道

と成区 条 告の 瓜

お 示

り年名 ２ 第第 幕

道３ 営月

沼東東生

区
地相栗中相

名

北

次そ 海

のの平 道

地関成 告

区係 示

に書年 第

つ類
いは月

森の

限１公

在的

所
の目

日林
え）保

郡。の

る 泉衆

幌
り、健

も

。 号

改池

法 地め

年 土同同た

総整

第 良等

律

合備

整号

排第

備用）

担水

項

育整２

手設の

い施条

事 土 号 畑道

定 帯暗改規 地、地日 の

、業よ 合ょ事に 総き良
告 用工公 備農の業 り 整

成完る い造をす 担地事

か
成区しの 育、了。 手

事農中暗畑

間ょきが

地 地山き暗ん
、排

総 全地、ょい

帯 保

整 備総土土水

合 整域客
備 合、層 業
整整ほ改明

、整、ょ 担 地備場良き

い

業）地水 手 暗農備農排

援 ょ用保］ 支 のき

て、 号

道成
、平日

営
事日

良６
改月

地１
土年

のら
業か
土
地日

り、 え３ 字の 町
も

４ 北
岬の
、 海

一 道の

七 知２

三 事の
次
堀の、

の

］項

型］２

成備第

図

ょに

業画き定

農区暗規
、

排）り

用理）よ

用整
平同同同う

よ
の

）次

水

理で

］整の

型画た

用地地

種 業農土

農、、
法道

排全良海

用保改北

、知

水）

堀

和

農昭事類

農排） 型

、用全

同年完

地水
）用土 種全農独

保、単
）

道全良

海保改

北地層
北北

堀

、

事類設］

知施

般
事一
良、

改間

縦北北

供
画に

計覧
更縦

変の
業

。
た。
める

定す
を

示の に
部、 達す
也分

保

成に

にの

安
林
を

月

第達年 律

了 法

指

也日

道道道道

海海海海

）
号

山知走勝

達檜空網十

覧
庁庁庁庁

也支支支支

場
所



１

ア

主村間 定 安立町

保指指
施の伐伐森伐

林定木主

係 業 所の伐はと林に の

の択て備る 在

採、し整

目

北 海

定 北

森す 海

る平 道

。成

林
告法 支

示 庁

年 第昭 経

和 次済

月 の部

号年 図林
」務日

道 公 報

アイ
木 主間の 定

立立次

指指

にお 施のの 伐伐と

定木
採採 業係係り の伐伐 に
るると

第

２

支保場

イ
立次庁安所

木 間の経林

おの部定

の 伐と次済予

務林 採 係り図林森 伐 に
ると」

号

ア
指

平立
成木主 定
十

施の伐
四伐に
年

採 業係
十

画林

方伐伐計森 場要 る

よをでは

所的件法に採

茅土。るめ次

るす定、

郡のと標と

部砂こるの

部壊で伐り

鹿崩が準お

字防る齢す

町のき期と

法

岩木上。

大備立以る

び

第 び及

律 及課
次え

お町第

とも） のり号

り役

第

、備２

はにの

」場条

森す 目のの

略置１

省え

は度。

木林る 方限 要立
をの

採次
伐、

的件法の
すり

き止お

つ禁と

１魚

及課の の

。
る

。す
ると

び在

林るび及所 限
森す

は度。
とも幌限

次のり

、次え

。 おり役

る 泉 とお町

の

、 とはに

え） り」場

郡

す、備

り
も

る省え

の

３ 字 。略置の 町

二要立

月木 方

二件法の

十伐

七採

日

る
す

止
禁

を

金。

曜

はの
、も

木る
立す

該と ６当の の

項

村
町
市
る
す
在
所
の。

覧定

そ縦規

、ての

しい

り

面供海 よ

図に北 に

の
。事 次

びる知 、

及す道

に

類う

書堀 よ

係）の

関

り 、て、 え しい

北保

を

そ縦も
４ 図に

岬の の覧

、 面供
及すの

びる２

関。の
次 係）
書の、

類図

北示の をに

日

３

市
る
係
に

の 定
立村立次

指アイウ
林伐のと

木主主森間木

はと整に伐お 施の伐伐

海達 安

、し備係採り 伐

定１２

高指

日也 を

道林

北

森す 海

る平保指 道

。成

林
告安 法
示定

年林 第

の

昭

の 和

月

支

イ

町立次庁

そ主村間木の経
の部

の伐森伐のと次済

他と林に伐お

道部、 海す

日分

２
高にの

ア
次字 定 安 町立

部保指指

の施 場のの濁

林 役定木

立次
イ

にの伐森川

木の

のと 採 業 伐おの

のと次

伐画森限す の
択て計る

。

に採で林度る 方 要伐

め、び

件法よを定は並

標の植

。るる次に

るす

方

が伐おの

と準と栽

こ
以す・

き齢と法

で期り

立上る期

る

所

号在 年
第所的

律場 法日目
郡の 第

別害 ）紋風 号

勇防

り図林

字 ２

町 の

別備 条

るのと」務

のし整係採

伐計森限す及課

森て備

び

に採画林度るび及

林
つをでは並。
にの町

いす定、び次森

こるの植と役

てるめ次

りに

、と標と栽お場

は

伐り方」備

主が準おの

置

にき期と法はえ

伐で

業 所

係る齢す・、

備採林

在

置方つ 場の 要 え目のに

い所的件法い１

覧茅土、の 縦は次 てて

供郡の伐に に部砂主図

る町出、す す森流は示

）濁防伐分 。字の択部

限すり

のとお

採りと

に

、
し
略

省
、
。は

度る」

はも及

木の。間

関
の

そ

る
該す種

当と樹

、のび

町
市

る
す

在
所

の
木。
立

項

西 ２

川 第
の
規

りに 海 よ図 北 にの

定次
分 の部 事 次す 知 、示 道

立以る期省い

うに 堀 よ

し縦

伐木上。間略て

る
種、もび、覧

採はの及

と種の供

を当の樹そに

る面る

め立す図す

定該
所び）

いの。及。

な木

に

市類

る書

す係

在関

。

よ限 川備

る る

１） 。 の。

書
係

分
部
す

示
に
図
の

次

渡
道

海
北

を
類

一島

七支

四

町
市
る

係
に

村

部
済
経

庁

を
林） 達 安。 保る に限

係道

に海

村北

町を

指

也

林

）
。

る
限
に

市島

る渡

鹿
び
及

課
務



平 ２町

成 次字そ主村間

十 清 の以の伐森伐

四 水 森上他と林に

年 林７のし整係

十 に筆森て備る

北 海

２

務安所立

林保場指指
ア

定施の 治予

定木 部林定

及林採 業 課森の伐 山

道 公 報

アイ

立町立次

木木 主主村間の
おの

のの 伐伐森伐と次

整係り図 伐伐 にと林に

るて備ると」 採採 係し

第

１

成保場指指 ） 林平 号 農

安所 第 水
産

年林定

予 条定 大
臣

森 規の か月定施 の

業 ら
、日林 定

号

道
海

北

庁

告 経

示 済

第 次部
の林
図務

号

の 及及
」課

二

１ つに林伐計森

月

・ いつに採画林

二 ていつをでは

十 はていす定、

七 の 、次てるめ次

日

と標と

１ 主のはこるの

はに主が準お

・ 伐図、

、示伐で伐り

２
択すにき期と の

金

立以る ・
伐部係る齢す

に分る

曜 よに伐木上。

件法

深所方 要 びの目の

所磯４２水

役
市

川在的

、か

備郡での

に谷ま源

い町三養

置越字ん

え蘭

て字笠

縦清

方限

伐伐計森す及 のの

では度。

採採画林るび

法種を
、るめ次の

はす定、次

めと標とお

定こるのと

いで伐り」

なが準おり
省

る齢す、

。き期とは

の目 に

木上。略

立以る

よ在的件 る の所 よ要 次
あ 保深部水 が に知 う通
た市 林にの っ川 安分源

養

江 指るん 。音 を限か

び

向 る、
字 す）

町 定。

湧
び

りに
お場

と役
の町

次別
略て

省い
、置

はえ
」備

し縦

の る限採はの

日

。を当の

４ 。る種、も

三め立す

字）定該と

・

いの。 笠な木る

。所
る ・

す １

在 の

市
村 の町

の 覧水
１ に

る１ら すのか 供

、 。

の ）

、
、で
２ま
の３

の

のそ

、も、

はのし

１の

木る面

立す図

該との

当

書

す係

在関

所び

の。及

村北

町を

市類

る

陽 予
定の で

４

あの１

、道先の 旨海地次 る北

森知図

堀林す 法有示 林事国に
部

のに 和次分 昭。

面る
図す

の供
そに

、覧
北
を
類
書
係
関
び）
及。

係 ・に １ 海

る

定１

の市

法除成解在

林解平

森を

除場 す

係

昭る年に所

和。

ら、
か１

月る

のの

北 ２３

海 え

道 場保た解置

告 所安目い

示 除 林的次て

第 との縦

し図覧 の

産

る水

係道

に海

て」に

定１

市
北

森を 海

解平解 道

除成除

林
告

予

法 別

す 示 市

る年定 第昭

保 予 和 国

定月安

限

有

律也示。 法にる 年達図
のに

第す）

北

森掲所 海

示平在

者

道

す成が

の 林
告

不

所 法

る 示在
。年分 第

明

が 昭

そ 不 和

の月な

立次務
林

イ
支
走
網
道

木の部

伐おの山

のと次治

保 年

所

第の

律林

法日安
広分 第

帯部 ）
号

市に
広。 ２

帯る の

上限 条
号

さ省る

定、す 理

指は供

風指そ
、
し）

れ由略。
を

防由面

の理図

害定の
滅海

消北

備の

林 で 号年 林

在

律 所る所

法 ）あ日の

の

第 在。

森
つ郡 第

に別 ） 林紋 号

い遠

業字 ２

鉱町 の

て軽 条

分

者 要 号明 年
で 第、

の 律は
な 法旨日

平 、
成 号同
法
第第年 ）

月

課

北 規 規

日 の の

６ 条 条

す及び

のと」及

採り図

並。越

度るび蘭

限

に

植と場

にの役

び次町
は置

方」え

のり備

栽お

２

町） 第

・、い

法

項
の・

規
定

海上 よ

北以 に

一 道２ り

七 知筆 、

五

て う

堀い よ

つ の

事に 次

務
林

部
済
経
庁

支
走
網
道

を里 １

権豊 第

遠
び

及
課

項 有

の
規

す

よ図 田北 にの 武定次 る
及知 、示 蔵道 りに 久海

堀 よ分 小の部 び事 次す

道 に に

海 定 定

炭うに 野

安

第 、 保

示 り る

告 よ よ
そ

北 の 林
の 定

の道 知 指

号海 通 の
定

り 容 予

お事 内 の

と知

で堀 を

し覧

間略縦

期省て

あ の

種のす

樹そ供

び、に

及

書
係
関

び
及）

面。
図る

に 林

達図 安

の 保

次 に

類

に
場

役
町
軽

指す
也示 の

達 安。 株保る 砿に限

備

通別

指

社也 の

会林） 式

示
係掲

達 にの
。 知市
る

産
水

道
海

北
を

次板

也 る



５

え解在保た解

備
置除場安目

て係と

除 次いに所林的

」覧保ての 図縦るし

の
はに安指

北 海

４

え解在保た解

備
置除場安目

て係と

除 次いに所林的

」覧保ての 図縦るし

の
はに安指

道 公 報

３

え解在保た解

備
置除場安目

て係と

除 次いに所林的

」覧保ての 図縦るし

の
はに安指

第

２

え解在保た解

備
置除場安目

て係と

除 次いに所林的

」覧保ての 図縦るし

の
はに安指

号

保た解

平安目
成除 林的
十と

四の し

年て

十

省すのさ

、供林定理

指

用

、）
し。

略る所れ由
路

の川の害水

そ中次風

地

面幕に防用

図郡図の
部す

北町すと

を別示備

供林定理
道弘分る

海字

略る所れ由

省すのさ

、

害水

そ河風排

、）
し。

面更防用

図郡の路

の西

海字す

北村と

を別備地

のさ

、供林定理
道更る

）
し。

略る所れ由

省す
そ河風農

、
図郡上の用

の東以害道

を追筆備と

面鹿４防地

いた

海瓜つる

北町にす

すのさ

、供林定理
道幕

、）
し。

略る所れ由

省
の東の害水

そ河次風排

面士に防用

図郡図の路
す

北町すと

を幌示備地

理
道士分る

海字部

二定

月さ

二れ由

十
七
日

備と

防地

の用

害路

風道

金

る
す

曜

限め

十和にた

た

勝

る

済・ 経） ３ 庁。 の 支
部

課
務１

林の

別た
別筆

更２

び上

及以

め

十
勝
支

示 林に 部図 済の 経次 庁

限 鹿に び分 及部 課す 務

次

十西てめ
追

勝

図

支線の

庁

示

経のに

済

部

部・す

林

に

務の分

課

る

及・限

び

十幌にた
幌３）

士の。

限め 勝

る

済・ 経） ６ 庁。 の 支
部

課
務９

林の

め
広筆

帯２

び上

及以

日

有業

にて

場い

役つ

村に
式不限

有配森株物崎外

調社

会三会陸崎会

限管
プ工伸曳整英浩

社共社
晃建秀人設

ラ業家英建

小

に
場） 役。 町る

ン所

号設式ン

商代建信株エ

者

成又運濃会ジ林 表 平

は搬社ニ

式造リ

の 年名株構ア正

称

町・

月及会元機ン憲 氏

役

の

に４

場の

北

建建

３

海

設

い

道設 た解て

業 告業 目縦

の 示

許

除法 的次覧

第 のに

可 昭 図供

を の

にて

所い

役つ

市に

」す

法１２ 北

農律 海

林第平解場保 道

成除所安 水 告

予林 産 示

大年定と 号 第

保し ） 臣第 か月安て

え
備
置

ト築外工

図縦
のて
次い

別

苫－室－登１

小５蘭

町

豊輪草

市本若

牧市市
般胆

４５－

町町２

川西

び名社工グ

般胆般胆

市 た小蘭

主の苫３室

日

３ 在 営柳町

市東 る所
牧

般胆

所地－２

４－ 業町

和

建許般胆

取 号 はる

し
法 省）消

年 、。り 理
、。
第 した

律 由略
道そ

地面第

用図）

路の号

とを
る海第

す北条

林指 ら 号

規 次所さ の 、日の定 条

爾土 よ うに よ定 の在れ

知 安郡の 通 保志砂 る に

町の あ の石出 が 林熊流

定防 っ 指

る
省す
、供
はに
」覧

た

を
面
図

の
そ

、）
し。

略

－第－第－第

北

廃

部部

同一管全

号号号

設可－第－第

業業

廃

の
番 業

申許一と全 北
の号号号

廃・廃 道請可部び部 海

工 事分消業土業 知区取

水項

た道１

堀び種
及業

よ

部に

務定

林規

産の

め

等

び業

及廃

課、

山り

治

有 。 を国備

町届

石の

熊

図

予の

る次
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木
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業 さ

）るあ国 所 金れ法でて

等 資平っ又

ポ
ー日パ務

ザ森ンを

のづ林レく

ル林森フ除

りくト並）

提くづッ。

進を企に

ををりのび

出

るめ、ー

請め進画ホ

要

めた材ペ

るたる取ム

す

手。ポ

て日の入じロ

。

るザ

用国否すー

使本要

明

言め説

る貨たル

す通

窓よ

び会に

及照書

語の

。
、と

。

貨口る

通

る停ねのこし

。
じ

同
に

。ハ

。見止８割とて

と
みれ以がロ

た込さ割合
でおワ

しのて上おー

だ

ク

実るなあむー

、あい
をここ４に

績者いるね
及のす

な含とと分対

が

以求

場。び３る

いむ。

で業上人

合事

委地 本 格成ては

事
業共 を 法事公 業 年託方

す ７的体 施 第を団 実 律
遂一 た

）に同 る

号確と

設

づすは に

基行又 め

に

め、ー

特に似 置

くる類

指の編ジ

の
針指集

」針及
」び
の版コ

海料容制テ

北資内下ン

知作広まツ

道制を作ン
作

務道の制

事業くでの

に務業

堀民業

一
八
四

規み

業従新込

もにで申

実る用よ

をす雇に

務事

事 る

定足の す

施全者り

利能を 合

営る業 場

非り

普務

人を含約

法力契 を

る製託

達す刷委

及印を

、。

め業る

也た本す



４
持の契要関３そ

そ

平 参他約連のの

成 他 す書情

十 る作報に

四 こ成を同

年 との入じ

十 。要手。

北 海

成出

参平提持持企平提
場

加成出参参画

場、以提 表

１は

明年所郵外案年所

提の月、

書１は送の書

の月、
書出提 提

道 公 報

付接

北電フプ平年交直

海話ァロ成
月場交 道番クポ

所付 水号シー年
日はす 産ミザ
リル月か、る 林

ら 説 務

第

３
パ等当便

続担郵

ウエ手

似業画ン部番

本類本企
案レ

務事務提フ課号

業
を業と

実の類のッ

施実似内ト－

号

規規務

定新新業

選
アイ

者能

用用理

準雇雇処

基
創数力

の

二 否す

月 る

二 た

十 め

七 の

日

先
会

照

金

曜

期同

出日に留方出日に

期同郵法

）。

限金じ便に限月じ

限る提午

、）。によ、
場５

出後る場出後

提午
所時）は所時

場４。合
は事びで

及ま又、及ま

出ァに出

提フ前提

びで
方ク電方

明日平に郵 － 部

－書成同送 森

じは の金 林－

交）年。し － 計

付か１な 画

期ら月い 課内

間平３。

、成日）

線
主

は。 査－交
付年除

場１く

振及９交

村所月。

山

す績す容、

るるホ

のペ海

め務ム北

た業ー

幌

制績ジ札

体実ー道

の

市

等

中

用
雇

出・

テ北

ン区

コ央

の
用

雇
な

た
新

び
及

間
期

日

にす
リ絡

ミ連

法シ話法 び日付

。
。と
るこ

よる

）交時

興

前

法ま午

方）は

付木間
９
で

日後
、午
日ら
曜か
土時

の西

ツ条

ン３

日時
曜５

ン
イ
ザ
デ
、目

成丁

構６

事１

性
能

可

等

及

完成開れ開所

、平
は

発る発 了

域域可氏

し年区地許び

た
。月又のを名

北

都

１２３

道
海

市 開れ開所開

網計 発る発及発

走画 区地許び許

支法 域域可氏可

庁 又のを名年

告

平）
びで
及ま

は名受月

事
成

北

都は

３

海

、平 道

完成

市 所開

空計 及発

了 知画 び許

し年 支法 氏可

た 庁 名年

。月 告

事１２

月

北

都は 海

、平開れ開 道

完成発る発

市
渡

区地許

計
了 島画
し年域域可 支

又のを

法
た 庁

。月は名受 告

は名受

書
案
提
画
企

含の

に者

区た

日工称け
市市

別別別

紋紋紋

ま住

昭

町町

緑幸長

市

示和 工称け日

第 区た及

年 に者び

号

第
律 ま住号

法 含の番

深深株平

）

川川式成号

市市会

稲４社年第

穂条宅８

昭

町５深月条

示和 日

日 第 及

年 び

号

第
律 号

法 番
前平

）

田成号

宏年第

美

工称け

昭

月条

示和

日区た 第

に者 年

含の 号

第
律ま住

法

山工山
八 第郡）郡 ）越区越 号

八
雲雲

る
す
関
に

町町 条

支

ン
リ

ア
ヒ

庁
丁井

３２赤

す
施
実
を

グ

目目

丁
海番男

北２
道
網
走第

一 支２

八 庁工

五

第

太
）
長区

２番
代日１ 丁

取空の

目号表項

締建規
よ

地第に

番役指定

ほ小

筆号の

６６次

か田－る

の
項

日１

７第

行
発

弘開

空 に

指道 定

建海 規

渡北
知 よ

第

開

号長 の

１庁 次

－支 る

項雲雲 ２東東 第

行

佐 発

の町町

北
道地 定－ 海番 規

渡 に

、
庁 次ち
支 るう

島 よの
長 の
開

行５
松 発－

告

は
細
詳
。

る

示

田

に
書
明

説
案

提
画

企
、

藤 為

工
る

す
関

に
為

夫
敏

る
す

関
に

す

光 関ち

にう
田 為の

工

る第 。
と
こ

る
よ

工１



成
平

前勝号

更９

変十第

北 海

よた 北

北り。登番 海

海、平 道

道次成録号 十

種の 勝

馬と年 支

登 鈴お 庁

しり月 告録

ょ平 示年 生成日 第

道 公 報

発

平開れ開所開

１２３

区地許び許

成発る発及

のを名年

年域域可氏可

又
工称け日

月は名受月

日区た及

第

事 北

都は 海

、 道

完
市
胆

了
計 れ開所開

振

し
画 る発及発

支

た
法 地許び許

庁 域可氏可

。 告昭 のを名年

示和 名受月

第 称け日

号

２

開開

平発発

成許区
十可域
四年又
年月は
十日工

帯
号

零
町

府
別４

市地
広番

月 産
販年日 号

々
条翌

締ら住

取か
売産

年
例

で
和ま

昭産

の番

に者び

北種
年の所

平

ま住号

含
達成

伊
市伊愛

西達知年

関市県
市日

町関田５

内西豊月

内

年 た及

号

第 住号

律 の番

法 者び

第

走走成）

網網平号

市市
南長年

１

条大月第

６３条

東場

二及区

月びに

二番含

十号ま

七
日

市

成走

平網

年つ

金く

月し

曜ヶ

ポ長
ー社

ビ役
ル締

カ取
社司
会正
式
株森
ト永
テ

名

条し海

道鈴北氏

海馬
荷勝又

第集十

例ょ道

第業長

）売庁は

号販支
山

第登称

条の尾

７者名

町田

項の
１録

中胆 番 北

町建

胆丁第 地 道５指 番 海
振目
－ 村 支
長地号

庁番４ 中

丁の

４日項

林中
村

小達

第よ

指に

建定

目脩網規
る

の

－次

日丘

に
為

行
発

号開

日

建目

網丁
３

指
第番

ち 号う ８の －

清

美帯更芽大新び

２
第

町町町水

瑛広別室樹得

、、、、、及町

町市村

３４

海海札入入開

契北北入
旭行札札札

条道道執

約

場場日場

を川川の

項旭

規更荷

の変篤集

示市土

２

にし域

定を治地
が

納札の平を道

入次格
す行

にい成有

入参ず
すに北こ指

加れ年るう

１

和

雄

照徳

場

成札調車調納

の平入

次

に達載達

と
お

す識す

り年付を標を入

す 一

る
す

関

般月るる装る期

工
現
木
土
川
旭
道
海
北

勝号

更９

変十第
）
区
工

及所時所

す永木所

同
後

条所日

所６業び

場山現
企時北北平
同

丁画海海成に

目総道道
川川１。

１務旭旭年じ

１総市土月

番部
号務永木

も海と名

６業

課山現日

当告争

所者該道。競

る
北要る第札

必す示入

に

に

北北
海海海なこ
。又す

道道道資と号関
指

川川川はる

旭旭旭格

を

木木木成名

土土土平

現現現

事物置物

業業業年停

競

の

入等等

争日項品品限

名基仕平

札の３

以称様成

下及等

び年

」札７

札量入月

入数３

い明

と説日

示
告
所
業

道

第

旭

号
５

川
土
木
現

帯

午

零
町
府

別４
市地

広番

３後

条所
目入時

丁階１

１札

所所所北止

号
１
番室分

業良深道れ

事富美海さ

一出張示い

第野出告て

号こ

所９い

課張所第な

北書

物
る

す
定

規。

にと

を旭る

）道よ

。海に

う

業

る現

す木

施土

実川。

田
長
所

。

業
所
告
示

長
ー社

ビ役
ル締
カ取

号
ポ

一テ

八ト辰

六

購
の

品

社治
会道
式

株己

芽大新び

則
正

島

資
の

入

町町町水

別室樹得清

更

瑛広
美帯

、、、及町

村

、、
町市



者契こ

イアイ

平 落で約名所の

成 札あに入

十 在 者る関札

四 とかす及

年 なをるび

十 っ申事称地契

北 海

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入に算額で金

時決 る

を

おに 札係し）あ額

に

当 及るたをる

道 公 報

７８９
約

郵郵落財て契要そ

っ

等又者札書

務 便便札入

の 則 にはの作

規

報定効の

第 よ電決有成

る
入に方な要

札よ法入否他 条

第

６

証入。札交交

保第う入

金札）説
書 の を保第明付付 条

納証

の場方 ７

法 びか すの交 及条 付金
る納付所

号

５
入

保 札に
下 札 札

開入以

金よ
税 し
証費 日加

消 参
等 時

二 たし務約

月 者出をは

二 はる担北郵電、

十 、こ当海便話調

七 落とす道番番達

日

組川続

札。る旭号号手

決

の 定織土

停
止 － 後の木－

速名現

金 等 － や称業

か及所が

曜 有 にび企北

札

てた び消金もか入

い

て税書

、っ こ費額っ免

２て の税

業記

には 公等当落事に

金価者載

規、 告の該札

定り額格です

定入 に取

る書 め扱にとある

す札

かと

資に るい１するこ

札未のを。

格記 入円る
、わ

有さ に満で問

を載

入に １ る札 第

しれ 関の

定 認。 規 はる の 札限 項
者 り

いた よ

なし に

め）

ら

者 予
札 た

落 め
を 定

。

との関 海第 こ付に 北
道す北北 。免

道場 務 除条る海海の 財
で項旭旭所 規

、ま事道
市土交

付の川川で 則
納
方定

山現す 和
法め永木付 昭
等る

はと６業る
企 北

、こ条所。 年
地ろ

す
と と

」 う
） じは

。 同者
う にる

い
の
を 者

額 の
当 そ

相 。、

り

。 積
む 見

含

消所画海

日

地務旭る 内 費在総道得

等部川。 線 税
の総土

課務木
画

者企

業所

事業

税課現

端入ず

か部

る務

あ総

で

見

い金 る数札、

なた す

に 件あ参積

者額 条がに
とすっ し当 にる加も

の

契 入金 反きるた た該 違

の た、は約 札額 しは者

入そ、金 、
財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

の
る 格

す 価
と 定

無金等

低
最

で
内

囲
範

の
限

制
。

よ目総 道
方に丁画 海

の

。番部 則
治る１務 規
自

施１総 第
法
行号務

。
令課 号

和下
昭以

の っ
） も

令規
政務

年財

た
契

に
額５
金の

約分
び額
及る
税す

費当
消相

３

業
事課

税務

免総

地以

道当こ当こ件

資るる条
。一

をが該と該と付

格
う達証達般

有行調を調

に分 第

る指物明物競

す

効額に

相の とを係

条当 す切る
２

。
各るすり課に

調納納札の平

キク入次

理生達にい成

科物を参ず
に北

機実す加れ年 入入

も
を

格
価

器験るす

パ野

調北
アイウエオカ

品芸ソ菜

達海園視食園

機覚加用コ苗

を道芸聴

る山器機工土ン養

す檜

」
第則

協１

）い
号と

北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成 教札

おこ用 育

りのを年に 庁

付 一入受 檜

般札け月 山

税札
費入
消の
方上

の札
札入
入は
の細
こ詳

にたに入

こ名品し品争

し参

。争関者関札

と競

要資

札、あ、加

入しで
仕の

関速こ求格

に迅る
書査

るア。様審

すなと
サ載

をー記

名タに

指フ

道 期場 類用物るも海

停

示

気等に当告

空品者該

仕要る第

洗の日所必す

浄
機様なこ
格。又

器等平北資と号

道は

類成海

顕ク札３山成

入年檜平

微リ説月北
高年 鏡ー明

び管

物北類器・壌及生

等理毒周理

品高類調消
器機器

の学機機辺機

等

類

称校類類器類

名校器

パ活

量等
数築

び改
及舎

ロー温ソ着

にコプオ低

す

うベジブ蒸コ促

伴ン

競にる 教る 争係。日 育

入る事 局

札調項 告 道

達 示 教以は 第

育下、 ５
号 庁入

檜

」４
札年

山と月

教北 い

公よ
、に
は書
行明
執説

要

止ーの

。
る
す。

開る

メ満

て・を

れス件

さビ
こナて

いテし

なンた

い

一 とンい

八 。スる

七

等北

が証

制を

体と

のこ

かベ及学海

ほン書日

示

チ要）告

ンび水校道
第

求瀬

に檜に

書北号

様郡９

仕
よ山規

る町定

進

羽物

丹る 目。字す 品

ほ土ほ養

物アェン気ン

購ほタか壌か生

品ーク

器

か毒

入かほ消室

８ ３

日海

目目目目

品品品品

う 育。マ道

局

をケ育

）ラ教

告実シ庁

示

育

る作教

すで山

施ュ檜

府
政内

た
れ長

さ局

。成

てで

れ者

さた

備し

整明

いあ

品 ２

の
の

等
入 １購 － 点点

１ １ ３

幹

達
調田

点点点点点点

る
す秀

関
に



６

開開入
入下

保税 参 札札費 に
札消 札

と よ 証 場日」 し
等 加

北 海 道 公 報

５
道執

海海札入入

北北入
場

山育の札札 檜教行

道
差山及場日 江檜所

郡庁

第

４

申査
約 審審

のアイウ契

請請項 を請を
条 査申申

示 のの 請類っを 申書行

な提とす

しのた

号

者
は 条 こ

平の の
成５ 入か
十

の 札ら
四

２ は

年

の 、ま
十

。 す
う 所時金と

い う

で

者
） る
相 クこ
。同同、
当 オとにには

の
を ら）じじそ

額 同か

。 で積
む ま見

含 ク。。

エこオカキ

の 郵っ
） も

イウ
同同同か。平同同

アと
ら）成

エ

月

で１

ま年

郵

局時

字育日所時

町教び

町画北北山ア

屋企
陣

総海海郵教

務道道送育平

地課檜檜に局成 番

山山よ企

同場総１

郡合る画年 ３

差庁合務月

江
町舎は課

法先は所

け出き場 時方
け郵北査

な審

ば、

れ期
な成請れ便海結

ら平申
書ば番道果 い

ら育申

。年類な号教を

の

庁請 月提な
出い－檜者
山に 日先。

教通 かの

規 地

二

定 方に

月

に 自定

二

よ 治め

十

る 法る

七

条 施と

日

一
に 付 令ろ 件 行こ

競 和り 般 昭よ

金、
２ 争
入 年 曜

送た 政の

に契

午場額５

る金の

よ約分

後合以
税相

時、費に

２は消上
びす

月及当

１

日

で消以

ま方額

日地る

に
送

午午場午午午

る）

よ木

１

前後後合前前後

午
１２は

時時時、時時時

１

分月分分

堂郵

字講、）日

で
ま
日

陣
屋便水

館号午

町別番）

４前 番階
３）－時 地

分

局す 北 ら指育知

道
海
北

画。 道 成に企る 海 平示
よ檜

成課 郡 １作務 山 年り総

し江 月

差

書陣 で請字 ま申町 日た

札

を町 類屋

令 日

び あ 第及 で
る

下

げ 、 以

掲 で 。

に の 号

資 札
る 入

と

有 加 」

を 参 令

格 に 政

税の

に費上

る よ い

す し

着入

必
の以札

のの細

契日ここ詳

アイ

、

の語入入は

名所約本

に

続び及の入

手及札札

の
着
必

こ約

捨税相者員る契

イ
あ一とに

て事当落での

る者る部。関

た業す札

教

額で金とかにす

金者

檜
庁
育

９
約開に入る

契要そ号ア
札 げ金を 書札掲札落額

等算 の時金 る額加 作

の
入

提

っ

７８

な３

し地

出番

ろ札交交入

こ入落財て
則 よ明者規 に説札

札務

。の効
第 る書有 の 付付

か
う す ）

ど と 。

か うう
第る

保和

証入
道
証 納海

保 を北
札 金年

契行説

に日び執札 在 付

は、書

い国約は明

お本

よ

使貨、公に

称地て通

北郵電す達する

用調開

言続。

海便話る手る。

及停

教号号語の

道番番

育

び止 庁

通等 檜－

申税事

）あ額なを免る

か入たし事務

をるをっ

者担

っ免札者出業を

も

に、こが当

て税書はる

る

札業記落といす

落事

決たと組

価者載札。る

とある定だき織

格です

、、名

するこ後しはの

を。や落共称

るかと速

のおに 札にし

成に額

の

た びる金 要い当 及係た

の費

、っ 否他こ消額

て
２て

規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

を載 札未

格記 入円

決

交な

に札 方第 付入 条 定 場方

の す限 項 関所法法に １
。 規 るる
に

項海海の） 定 事北北

り

檜教所た よ

道道場し
め

郡庁交を 定

山育で者

る則
の す規

金

江檜付落

付 こ第
納

の と
付

納下
、以

除。
免 。号

貨が

は則
等規

法務
方財

－ 山

有 － 教
育り
得 北 局

る 海
務山線 総檜内 画。 道 企
郡 課江

で問か札同及

陣
字

町
差

消が業所

、わに者企び

消地

札、費共体在

入ず

税

参積等企費

に見税同
免

すっ課体等

加もの業
事

者契事場税

るた税の
者

、金者で業

は約業合

満
費のあっ申

消額であ

た す端

しれ 関の

有さ に

あ

者額 条が

い金 る数

な

該 違と し当 にる

のに 件

、 札額 しは 入金 反き た
入そ 、の た
財札の

予

差山す札 た

は端 分 務

価

字育。と 定

町教る者

画。 の

屋企る 格

陣局す

総制

町
務限

最
で

内
囲 ３範 地課の 番

。
第う

令い
政と

、」
）
の
第 条

一７条 八か 及

八

海第 北ら び
道

町
屋 るて出

３
地
番

税

か、書

税の提 の に免そを 分 等
係

事構出 る

則、数 の 規

課に業成す

効額 に 第無金 ５
相 とを

低

。
各るすり

す切 条当

も
を

格
価

の

る
め 則
定 規

の 務
条 財

昭と



協 北

次な定 海

のの平 道

と適成

お

教、

平 お用 育こ

成 りを年 庁の

十 一受 空入

四 般け月 知札

年 競る 教に

十 争。日 育

北 海

．

道 公 報 第

．

号

．

係

二 入 局る

月 札 告調

二 示達

十 以 第は

七 下、

日 号

入
」
年 札
と月

金 い北

マ
う海 日

曜 。道

道
教
育
庁
空
知
教
育

）教 ラ

日

で
施空 ュ
実庁 シ
を育 ケ

局 さ
。育 成
る教 作
す知

達

尾 調
府

松 政
た

長 れ

局
告
示

４５
る

房 す
関

昭 に
執

約海海札入

契北北入
育の札 項岩教行

条道道
沢庁場 を見

申査

は審審

者のアイウ

請請

かを請を

ア査申申

３

ウ請類っ

ら申書行

るる条
と付条 道当こ当こ件こ

を調。一の の が該と該

札 う達証達般５ 入 行調

２

指物明物競の

納納札の平格

イ入次資
有

自達にい成を

調
を参ず
に北る

す加れ年す 入入

１

るす

林 に達海農

札調北

入ア

示 る見用

す岩業 付
を道

び 場
８知及 す場 市空所

５局時

所西育日所

条教

海会育

目画北局教

丁企

知

課岩室空

務道議庁

総

見

のた のの

市送育

沢郵教

出き

時方 でな提と

まし
ば、

定れ期法先は

にけ
平申け郵北査

るな審

め
こな成請れ便海結

とら

書ば番道果 ろい

育申

に。年類な号教を

のら よ

庁請 り月提な
出い－空者 、

入の 、 名品し品争２ は

関者関札規 地 競にたに

に 自 入しでし参定 方 争

る要資よ 治 札、あ、加
施 係速こ求格る 法 に迅

様審件 行 るなと仕の条
一

名フ書査付 令 指ア。

競 和 停ー記般 昭 をタに

止サ載

道と 期場 物るも海こ 動

す示

等に当告。

品者該

仕要る第

車の日所必

様なこ
格。又

農等平北資と号

道は

耕成海

用
ン札３見成

ダ入年岩平

プ説月沢
農年 明

器 事
品農械 る物沢機

す
称学

名等

項の高具

等業
ー

数科パ

び学ッ

及校チ

８に局

係
にか
換ほ

量転

務

５場総

西る画

条よ企

北郵
、）

目は課

丁合

一 海便

八 道番

九

知
空号
支

知に

庁－

２日先。

教通 のの
金指育知

に海企る

及）示北局す

らよ道画。

びか

掲成作見務

に平り岩総

成沢課 げ

申条

資１た８

る年し市

請西

格月

を

さーの争
有日書５

てス件札 政 れビ要入 年

なメ満あ 第 い・をで 令

いンたる

とナてで 。

こテしの 号
札

スる入 下

。ンい、 以

のこ

加 」

制を参 令

体とに 政

及高海

１書日業北

が証

品

示

要）学告

目び月等道

書号

様９

点仕第

１求校

物
る

。す

る定

よ規

にに

点
入８
購

品目
物品

る６

３
階

す類丁

育道
教海
知北

空

どま出

か）提

る火を目 い

整明し と

かな

うでし

者と 。

さたうう

備しよ

品

いあ第る

てです ）

れ

の
等

入
購

の



者員

アイ

る切る

落での

を捨札あ一 に 課 落額り
事 決加て者る部 相 税 札

免 す 業 定算たとかに 当
っ申税 る 者 にし金なを

当た額

北 海

９

に。入

て契要そ号る

っ

げ金 書札 札掲札

約 入開
の

に 効入等 の時 有る額 作
入及係 のお な札に

成

道 公 報

７８

と札交交

和る入落財
札務

付則 北ろ明者規 年こ説

道よの

第 海に書の 付

決

規る交

則。付条 定 場方

第

６
入下金

郵開開入を入
保 にに付

札消札 送札納
る 保税証 よ参す 札札費

日の 」 場しこ
等金 る加

と 合よと 証 場

号

入
アイ

平平同

成
札成

十
四年

年日２

十

あ た金）たし事 金 で 月

者 を る っ額を者出業 額
入 か てもはる
とい 札 免 は当っ、こが

落札。る 書 税 、該て落

札札札決たと に 事 入入

載 者 書金価定だき 記 業

、、 す で に額格後しは

すや落共 る あ 記にと速

さ円るか札同 こ る 載１

。 を れ未のに者企 と か

否他こ消

て 札びる 要い
に る公税

２ 限の費

、 に

定取

定 ）にの

規 。告等

資 者るい

る ため扱

す し

関
有 札に

を 落札
格 を入

所法法１ 第に方第

し 者

関

規 。るの 号す項

下項海海の定 以事北北
道道場に

務見育でり

財岩教所よ

則市空付め

規沢庁交定

と条教る予

」８知すた

所時金と

付 い はう。
納

） 成る

免 。 平す

の う 、

者

除
、 相

２同同、

納 当 年にには

。の

方 を 月じじそ

付 額
。 積

等 む 日見

法 含 ４。

は
政 の ）っ

、 ） 火も

二５

月時日

二
十水

七）

日

前前
午午
９
時時

金分

曜

費共体

問 た満で消が業

額端入税同消

わ 金の、

業税

、 に数札等企費

ず

あ参課体等

見 当がにの

税 も 金る加税の免 積 該

る業合事 っ 額とす事場

は者者で業 た のき

契 、はであ者
出 の金 そ、あっ申 分約
費か、書 ５額 の消るて

者 るる
い すす

な と係

端

反 入違 たに し件
の 。条

は 規札 務入 財た 、し 札

５局価

い西育。定

、 則

制

）目画の

。丁企格

う

務限

第総
課の

で 第内 ら囲 か範 条

最

また

まの

条低

令

で契

に約分第

の 必金

のの に

着額条 ５

び す

と費及 当

こ消７ 相
以
び海 額

）及北 る

。税
消務 の
方財 上
地道

日

数税免そを にの

相金等税の提

業成す

額に事構出 当分
漁

すを係の
北

平業石 海

調平狩 道

整成後

成
選

志 委 挙年
員年海 管

区 会 理月
委月 委

無 第
効
各す
と 条

．

．

めも

定を

の格

で価
．
．

．

．．

保
税則 札
費規 入

以証昭

イ

契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

続び及の入

手及札札、 。関
とに
こ約名

る契
ア

５ す

員 員日
の日 会

選
確
告定
挙 示 道の
権 第漁 選業を

法有 挙す 号

管

和者
昭る

理の
総北 委

法数海

年

本契行説

き日び執札 在

通は、書

お国約は明

に

調開よ

て貨、公に

地い

手る。

郵電用達する

使
言の

番番る続。

便話す
語停

号号
及止

び等

北
当

担
を称
務
事
る

－ －
庁
の育

織教
組道

る海
す

称空
名

員

第３選

律の道

会分挙

の管 告

１理 号

示

数員 第
の委 ）
は会

項
の長 １

次員 第
、委 条

の
と
り 規
お

通が

貨有 －り
得 北

る

見線 岩内 道。

海
沢
市

所育
び教
及知

５
西

条
８

務
総

画
地企

在局

一課

九
〇

。 る
る康 よ

あ に
で橋 定

区

之 海

目
丁



に

５６６

、

平
成 、、、

十
四 、、、

年
十

北 海

をにを

１５

、

、、

、、

道 公 報

次 北

平の表 海

成よ平中１ 道

う成 公

年に 安

北改年、 委

海正 員

道す月、 会

公る 告

安。日 示

第

室走谷萌 路
釧根網宗留

区区区

海海海海海 勝
十

区区

号

海海

山島振高

檜渡胆日

区区区区

海海

二
月
二
十
七
日

張市

夕余夏

金

神神

越

曜

委

氷神

広張

帯夕

第

員
会
告 号

帯

第
示

広

号
業海

営北氷

俗
風

道

公

安

委

員

会

社社

日

典典り

祭祭

祭

典

つ祭

ま社

張市別

夕余

営公

ま の道

広張

帯夕

り の会り

間員

時委つ 業安

の佐

日
の長

例員帯

特委

）
定野

指広

告

示

」」

市市

前
駅

」
市町市

幌

成札

平表
別

面

年方

を」

部男

一市

の文

月江

北 に

交号 海

番）

改

道

その

６め

警

の一

る

察 。

他部 本

のを

、

部

派次 告

を

、

６６６６

５
、、、、

６

６６６

、、、、

、、、

番
市６

別目
江丁

、、、

別

６１
条地

２

出の

中
項
の

署
察

日警

示

所よ 第

及う
びに 道

駐改 号

在正 警

の、
所し

察

富称成

豊名平
、 本 八
幡位年
置

７

余夏北

９
、
８
、

海 市

越道

、
、
、

北豊
富
八 海

幡

町、

びまで高別東別

道

丁萩見、牧

砂 で ８、、

町

、 緑 目ヶ晴上場

町 、
、、別、

向 町 、岡台江

丘 １ 町一対西元 ヶ 西 緑

一 丁、 東番雁町町

九 目元 １町、、、

一

ず江草 江 か 丁、い上若

西
か子み別町 別 ら 目王

条４で６
ら、野南並 本

市び６目

条 別及、丁

江

５ら

び 海１３条か

及 北

条 警１の丁８

５ 道条条
目丁か目 の 察丁１目丁
８で 丁 部か目らま １ 本

８ か ３ら丁、 目 長らか

神

目丁ま条 ら

上丁６目

部及月

社び

夏所日 告

例区ら 季管か

示施
る

祭和す
昭行 大

神

富警
道

海
北

豊年。

神

祭
ン例 祭 ラ

ー祭宮

社 ソ

札

り典り祭

神

幌市別幌

札余

ン 例ラ 季 宮ー

夏ソ

神社

幌

札豊札

祭祭り
祭 大

例

、

東弥、町び 町 ３
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